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Ⅳ 加瀬澤による報告

１ 環境教育事業

１－１ 環境教育事業一覧

「現在、温暖化や自然破壊など地球環境の悪化が深刻化しており、環境問題への対応

が人類の生存と繁栄にとって緊急かつ重要な課題となっている」（文部科学省、環境教

育より引用）ため、環境問題や環境保全に主体的に関わることができる能力や態度を育

成する“教育”の役割が、より一層重要になってきています。環境教育とは、環境問題

解決のための教育であり「自然の中で（ｉｎ）自然について（ａｂｏｕｔ）自然のため

に（ｆｏｒ）」という３つの要素があると整理されており、この要素を対象者に合わせ

てバランスよく含んだものであると言われています。

環境教育を推進することは、人が生きていく上で必要不可欠である自然に目を向けて、

自然に学び、自然と折り合いをつけながら生きていく方法を自分なりに考え、実践する

人を育てることになります。さらに、自然に学ぶ実体験は、個人がより良く生きていく

ための手掛かりとなります。しかし、環境教育の成果は目に見えにくく、すぐに表れる

ものではないことから「未来のための教育」と捉え、事業を継続することが重要です。

また、森林レンジャーあきる野は「森林レンジャーあきる野新聞」や「森林レンジャ

ーがゆく（市広報）」において、市内外の方に向けて自然についての発信を続けていま

す。

次の表は、年度ごとの事業一覧です。

〈令和４年度事業一覧〉

※ コロナ感染症対策のため中止１件（№3）

№ 事業
件数

（件）

参加者数（人）

大人 小人

１ 市内小学校体験学習 １０ ４５ ６４６

２ 森の子コレンジャー活動 １０ － ８８

３ 講演、研修、ツアー ６ ２５ ４４

４ 市の森づくり事業 １ １８ －

５ 出展 ２ ―

合計 ２９ ８６６
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〈令和 5 年度事業一覧〉

※ 天候不順のため中止２件（№２、№４）

〈令和 6 年度事業一覧〉

№ 事業
件数

（件）

参加者数（人）

大人 小人

１ 市内小学校体験学習 １１ ５７ ７０９

２ 森の子コレンジャー活動 ９ ― ８０

３ 講演、研修、ツアー ８ ６１５ １３

４ 市の森づくり事業 ２ １５ ―

５ 出展 ２
―

（出展時の観察会に３）

合計 ３２ １,４９２

№ 事業
件数

（件）

参加者数（人）

大人 小人

１ 森の子コレンジャー活動 １０ ― ８８

２ 講演、研修、ツアー ７ ９９ ６９

３ 市の森づくり事業 ２ ２２ ３

４ 出展 ２ ―

合計 ２１ ２８１
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１－２ 主な事業内容

（１）市内小学校体験学習

平成２４年度から、市内小学生に向け

て小宮地区体験学習を実施しています。

学習の場は、平成２４年３月に閉校し

た小宮小学校を活用して実施している

「小宮ふるさと自然体験学校」を利用し

ています。使用するルートは、郷土の恵み

の森づくり事業において、地域住民、森林

レンジャー、サポートレンジャーが復活さ

せた昔道や観察場所などです（体験学習

の詳細については、過去の活動報告書を

参照）。

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として「できるだけ少人数

のグループで実施する」「住宅地を歩く際はマスクを着用する」「人との距離を確保す

る」などを継続して体験学習を行いました。令和５年度からは、ようやく通常の体験

学習を実施することができました。令和６年度より体験学習は小宮ふるさと自然体験

学校の指導員が実施していますが、森林レンジャーあきる野は、要望があれば出前授

業として「市の自然を次世代につなぐ学習」を継続しています。

○ 体験後にいただく感想文
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（２）森の子コレンジャー活動

森の子コレンジャー活動は、平成

２３年度から実施しています。「自

然愛や郷土愛を持った次世代を育て

る」という目的で市内の小学校４、

５年生の１０人と年間を通して郷土

の自然について学んでいます。本市

の自然の素晴らしさを自ら体験・発

見するだけではなく、現在起こって

いる地域の環境問題を知り、解決の

ための行動だけではなく、野外での

安全な行動について学んでいます。

環境教育には子どもの成長に合わせた学びの段階があり、小学校低学年時に「気づき」、

中学年時に「知る」、高学年から中学校時にかけて「考える、行動する」という段階に

進むことが良いとされています。しかし、自然への関心が高く、自然のために行動した

いという思いを持つコレンジャーには、１年を通して３つの段階を踏みながら、自然の

多様性、生命性、生産性、関係性、有限性、自然と人の関わりを体験から学ぶ構成とし

ています。そのため、活動では子どもたちの探究心を大切にしており、森林レンジャー

が自然について教えるだけではなく、自ら感じ、調べ、考え、行動できる力を育む要素

を加えています。その中で、森林レンジャーが行う自然のための活動（2-5「アニマル

サンクチュアリ活動」参照）に協力してもらい、自然と向き合う森林レンジャーの姿を

見せるということも大切にしています。

令和元年度まで、1 年を通して段階的に自然を学び、まとめとして自然のための活動

（どんぐり豊凶調査とビオトープ整備）を仲間と協力して行うという年間プログラムを

実施していましたが、令和２年度から新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として野

外活動のみの単発プログラムに変更して実施していました。通常の活動ができるように

なった令和４年度以降は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしながら野外の

活動をメインとした年間プログラムを継続しています。

自然のための活動であるどんぐり豊凶調査とビオトープ整備活動は、令和２年度まで

中止していましたが、令和３年度から再開しています。
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○ 活動の様子
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○ 参加者が作成した活動報告書


